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1は しがき

1989年 は、東ヨー ロッパ変革の年であった。社会主義体制の中での改革をはかる国、社会主

義体制から民主主義体制への転換をめざす国と様々であったが、いずれに してもこれらの動き

を連ねて歴史上 まれにみる画期をもたらした。その嵐は、雪崩現象にも似て、急激でまたた く

間に東 ヨーロッパ全域を席捲 した。その年の8月 下旬までは1980年 に結成 された 「連帯」を中

心 として改革が進められていたポーラソドや1988年 以来、複数政党制を導入するなど自由化の

道を進んでいたハソガ リーを除いて表面上は平静で、その時点ではその後に起 こる事態を何人

も予想することはできなかった。

5月 以来、その前兆があったが、8月19日 、突如 としてハソガ リーとオース トリアの国境障

壁が、ノイジー ドル湖近 くのオース トリア領メルビッシュ付近で解放され、東 ドイッから西 ド

イッへの人 口流出が急増 した。脱出の可能性のあるハソガ リーに入国 して 「鉄のカーテソ」の

さけ 目を求めて待機 していた東 ドイツの人々はその場所を得て、集団越境に成功 した。 この時

期、チェコスロバキアやポーラソ ドからの流出を合わせてその数225,000人 に達 した。その後、

ハソガ リーの憲法改正=国 名改正、政党活動法、自由選挙(10月18日)、 東 ドイツのホーネッ

カー国家評議i会議長の退陣(10月18日)、1961年 に構築されたベルリソの壁の崩壊(11月9日)、

ブルガ リアのジフコフ共産党書記長の辞任(11月10日)、 チェコスロバキアのヤケシュ書記長 〆

の退陣(11月24日)、 同 じくフサーク大統領の辞任(12月10日)と 続き、12月22日 には ドラマ

ティ.ックなルーマニアのチャウシェスク政権の崩壊によって、根底から東 ヨーロッパの体制が

塗 り替えられた。

第二次世界大戦後、社会主義体制のもとで鎖国政策を取 り続けてきたアルバニアにおいても、

他の東 ヨーロッパ諸国に0周 り遅れて1990年5月 以来、解放政策がとられ始めた。 しか しなが

ら不十分な民主化に反発するアルバニア人は、西 ヨーロッパ諸国の大使館に駆け込んでイタリ

ア、フラソス、 ドイツ、ギ リシアなどに出国す るといった騒ぎがあった。その後も1991年 にか

けて多 くの経済難民がイタリアに入国を続けてお り、イタリア政府はその対応に苦慮 している。

そうした中にも最後まで取 り残されていたアルバニアを加えて35国 が、1991年6月19日 、全ヨー
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ロッパ安全協力会議(CSCE)を 開いた。

以上の0連 の改革がなぜこの期に起 こったかについては種々の見方があるが、正確に明らか

にされるのは後世の歴史家によってであろう。その中で少なくとも1985年 に始まるゴルバチョ

フのペレス トロイカがその下地にあったことだけはた しかである。

ペレス トロイカはもろ刃のやいばとなって、ソ連邦内の共和国は相次いで自治、独立を求め

る運動を展開し始めた。とくにソ連邦の西部に限定すれば、バル ト三国のエス トニア、 ラトビ

ア、 リトアニアは、いずれも1918年 に達成 した独立を、1939年 の独 ソ不可侵条約の中の秘密議

定書によって喪失 したことに強い不満をいだいていた。1989年8月 、分離独立をめざす運動が

起 こり、23日 の夜にはエス トニアの首都 タリソからラ トビアを経て リトアニアの首都 ビリニュ

スまで、延々620㎞ にわたってバル トの道 と名付けられる約60万 人の 「人間の鎖」がつくられ

た。 この日は、秘密議定書が調印されてからちょうど50年 目にあたっていた。1990年3月11日

にはリトアニア、同じく30日にはエス トニア、5月4日 にはラ トビアがそれぞれ独立を宣言 し、

ソ連邦からの離脱を鮮明に した。さらに5月12日 にはバル ト三国首脳会議を開き、結束を固め

るところがあった。三国のソ連邦政府に対す る対応策 には違 いがあったが、 ソ連邦政府は、

「連邦離脱法」を制定 してこれを牽制するとともに、とくに リトアニアに対 しては経済制裁を
r

発動 し、他の二国に対 しても独立宣言の撤回を迫ったりした。1991年1月 、世界の目が湾岸戦

争に注がれているさなか、連邦政府は リトアニア、ラトビアに武力行使の挙に出たが、このこ

とは国際的に非難を強めた。

8月 に起 こったソ連邦のクーデター失敗、共産主義体制の崩壊は、バル ト三国の独立を加速

化させた。 ソ連邦が独立容認の姿勢を打 ち出したこともあって、ヨーロッパ共同体(EC)加

盟各国を中心に、独立承認に踏み切る国が相次 ぎ、悲願であるバル ト三国の独立はにわかに現

実となった(1991年9月6日)。 バル ト三国においてそれぞれの主要民族人 口の全人口に対す

る比率は、1959年 にはエス トニア73%、 ラトビア62%、 リトアニア79%で あったが、ロシア人

や ウクライナ人の東スラブの非主要民族が次第に増加 し、とくにラ トビアでは今日50%を 割 る

状況ともいわれ、独立後 も問題を残す懸念がある1)。このほかバル ト三国はいずれもその他の少

数民族をかかえていることである。例えばリトアニアではビリニュスの南、シャリチナソカイ

の住民は81%ま でがポーラソド人であって リトアニアの分離独立には消極的で、むしろポーラ

ソ ドへの帰属を望んでいた。 さらに重要なことは今後、国家単位の経済をいかに確立 してい く

かの課題がある。

モル ドバ(1990年5月 モルダビアを改称)で は 「言語法」を制定 して、公用語使用文字をキ

リル文字からラテソ文字に改めた。モル ドバのうち、 ドニエス トル川左岸を除いて大部分はべッ

サラビアと呼ばれ、1940年 以前はルーマニア領で、 ここには多 くのルーマニア系のモル ドバ人

が居住 している。モル ドバとルーマニアの国境線が一時的であるにしても開放されたのは、19

90年5月6日 のことである。 このモル ドバをは じめウクライナでも西ウクライナ地方を中心に

自治、独立の動きがあり、 これに刺激されて白ロシア(ベ ラルーシ)に も同調の動 きがある。

1991年8月29日 、ロシア共和国 とウクライナ共和国が暫定的な軍事 ・経済同盟を結成すること

で合意 し、連邦維持をはかる方向を確認 したが、その後の状勢変化は予断を許さない。

民族問題をめぐって慢性的に不穏な状況が続いていたユーゴスラビアでは、1991年5月 になっ

て遂に内戦状態に陥 り、6月 にはスロベニアとクロアチアは連邦からの分離独立を宣言 した。

体制の中での改革がすでにおり込みずみと考えられていた多民族国家ユーゴスラビア国内の民

族問題は、次の対立構図のあらわれとも受け取れる難題である。・主導権を握るセルビア共和国

の政治姿勢の背景には、伝統的な大セルビア主義が根強いことをうかがわせる。8月 セルビァ
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(連邦)と クロアチアとの間に調停に入ったヨー ロッパ共同体(EC)の 仲介が今後どのよう

に進展するか、現地の状況にはきわめて厳 しい ものがあり、ユーゴスラビアは解体の方向をた

どるのではないかと懸念 される。

1990年6月 、文部省はこのように急激な東 ヨーロッパの変革に対応 して1991年 度から使用す

る高等学校社会科の教科書に、正誤訂正の範囲を拡大 してこれを認めることとした。 「現代社

会」と 「政治 ・経済」がとくに対象になるようであるが、 「地理」、 「世界史」も深い関係が

あると考えられる。 さらに1991年8月 以後のソ連邦情勢の変化はなお流動的で、今後事態の進

みを見てい く必要があろう。本稿は、このような変革の舞台となった東 ヨーロッパを、西 ヨー

ロッパ文化圏のボー ダーラソドと位置づけ、その時代的経緯を地理的に考えてみたい。そのた

めにまず西ヨー ロッパ文化圏の地理的圏域、さらに西 ヨーロッパ文化の特色をとりあげ、その

東漸の過程を明 らかにしたい。いっぽう東 ヨー ロッパの圏域、東 ヨーロッパの地域的特色をと

りあげ、今 日的問題 との関係に及びたい。そこではとくにソ連邦を含めて民族 と国家の関係か

ら民族とは何かを思考 しつつ、これに対 して国家が歴史を通 じて、いかなる役割を果 してきた

かを考えることにしたい。

東ヨーロッパの民族分布は、きわめて複雑であるから民族 と国家を一致 させ、民族単位の国

家をつ くりあげることは到底不可能である。その中で政治的に民族が、国家の枠組みによって

分断され、その結果散在す る少数 グループが、特定の国家の中において少数民族 とな り、不当

な扱いを受けることなどによって問題が生Lた 。人類の叡知は、少数民族の生活、文化そ して

感情を相互に理解 し、尊重 し合 うことを可能にするはずである。そうした配慮は東 ヨーロッパ

ではまだようや くその緒についたばかりであるといx.る。多数民族は少数民族の立場を正 しく

理解するとともにすべての国家が、 きめの細かい対民族政策を進める必要がある。

II西 ヨー ロッパ文化の特色

1991年 も主要先進国首脳会議(サ ミット)が ロソ ドソで開催 された。7国 のうち日本、アメ

リカ合衆国、カナダを除 くイギ リス、フラソス、 ドイツ、イタリアの4国 は西 ヨーロッパに属

する。第二次世界大戦後、植民地支配を放棄 して西 ヨーロッパはかつての栄光 と繁栄を失い、

次第に媛小化 したといわれる。 しかしそれでも依然として世界のなかで重要な役割を担 ってい

ることはた しかである。1989年 の0人 当た りの国民総生産(GNPUSド ル)を みると、イギ

リス、14570(18位)、 フラソス17830(12位)、(西)ド イツ20750(8位)、 イタリヤ15150

(17位)の ほか、スイス(1位)、 オース トリア(13位)、 ベルギー(14位)、 オラソダ(16

位)な ど、すべての国が上位を占めている。西ヨーロッパのそれぞれの国は、過去のス トック

財を生かし、国民的叡知を傾けて政治的、経済的安定をはかってきた成果である。

西ヨーロッパ文化の基本的特性とは何かの問いに対 して大方の答えは、古典文化の伝統、キ

リス ト教、ゲルマソ民族の精神 さらに啓蒙思想 と合理主義、産業革命 と技術革新、自由主義と

民主主義の定着などとなってかえってくる。西ヨー ロッパは自然的にも、人文的にも穏やかで

豊かで調和のとれた地域である。和辻哲郎は、 「西欧の風土が牧場的であることは、それが湿

潤と乾燥との総合、夏の乾燥 というごとき点において地中海沿岸と共通である」と延べ、西ヨー

ロッパの風土は、地中海沿岸より日照が少な く、冬の気温が低 く、たしかにきび しいには違い

ないが、それでも 「西欧の自然は南欧のそれよりも0層 従順なのである」 と西ヨーロッパの風

土を特色づけている。さらにイタリアこそがヨーロッパの発祥地で、ここに出現 した牧場がア

ルプス山脈以北の西 ヨーロッパに入って森林や沼沢を開拓 しての牧場の出現につながったと述

べている2)。
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しか し地中海沿岸 と西 ヨーロッパの風土の違いをゲーテ(『 イタリア紀行』)な らずとも認

めないわけにはいかない。P.ヴ ィーダル ・ド・ラ・ブラーシュは、建築材料をとりあげた中

で地中海沿岸地域では 「太陽のきらめきと時間の経過による古色とが、ギ リシア或はイタリア

の大理石や、或は激 しい色のローマ.カ ムパニヤの淡水の灰華を想ひ起 させる」と述べ、西ヨー

ロッパ地域では 「落葉樹の諸々の種が生んだ所の多数の応用の中で一家具、農具、車製造、旅

等一建造物に於ける骨組財 としての役割を第一位に考えねばならぬ」と比較 している3)。さら

に加えて18世 紀の西 ヨーロッパの飛躍 を決定的にしたものは産業革命である◎イギ リスに始ま

り、西ヨーロッパに広がった背景は、鉄鋼や石炭の埋蔵が豊富なことであった。 これを基盤と

して経済、政治全般の発展、拡充をもたらし、資本主義の確立などによって世界を リー ドする

ことになった。

T.Gジ ョーダソ4)は、ヨーロッパを定義づけるのにつぎの10の 具体的な指標をあげている。

1教 育のゆき届いた住民2健 康的な住民3栄 養のよい住民4世 界の平均 よりは

るかに低い出生率と死亡率5世 界の平均 よりはるかに高い0人 当たり年平均所得6卓

越する年人口7工 業指向の経済8市 場指向の農業9す ぐれた交通体系10自 由

に選挙 される安定 した政府 である。 さらに彼は指標を使ってヨーロッパを四つの地域に区分

して西ヨーロッパ、東 ヨー ロッパ、南 ヨーロッパ、北 ヨーロッパとし、究極的にAゲ ルマソ

人=新 教=工 業革新地域B共 産主義=マ ジャール人核心地域Dフ ラソス=イ タリア工

業核心地域E地 中海半島部の周辺地域Fバ ルカソ周辺地域Gソ 連邦の周辺地域

Hケ ル ト=ゲ ルマ ソ周辺地域 の8地 域に区分 している。西 ヨーロッパの地域概念は、0定

ではないが、本稿では地中海沿岸地域 を含むとすると、西 ヨーロッパとしてとりあげられるの

はA、D、E、Hの4地 域 となる。 ここで使われている核心地域の指標は11000㎡ 当たり

の鉄道延長の70㎞ 以上2製 造工業の集中3酸 性雨、降雨1e当 たりの水素イオソ濃度

25以 上41㎡ 当た りの人口密度100以 上5年 人 口増加率0.2%以 下6耕 地1ha当

たりの肥料投下量200㎏ 以上である。この6つ の指標によって選ばれた西 ヨーロッパ核心地域

(A、D)の うち、さらに累積が顕著なのは、 ドイツ、デソマーク、スイス、オラソダ、フラ

ソス北東部、イギ リス(イ ソグラソド)で ある。

西ヨーロッパの民族 はイソ ドヨーロッパ語族の うちのケソ トウム(Centum)語 系5)のラテ

ソ(ロ マソス)系 とゲルマソ(チ ュー トソ)系 に属す る。 ラテソ系で西ヨーロッパ以外に分布

するのはルーマニア人 とブラフ人である。マジャール人の見方は大いに異なるが、ルーマニア

人によれば、彼等は、 トラキア系のダキア人とローマ人その他の混血で、絶えず東方からの遊

牧民族の移動ルー トにあたり、 トラソシルバニア地方は彼 らの避難地であったという。ブラフ

人はローマ都市エピダウロスがアヴァール人によって破壊 された後、7世 紀その北東11㎞ のと

ころに ドブロブニ ク(ラ グーサ)を 建設 した民族である6)。現在、バルカソ山地に散在 し、牧

羊の生活をしているものが多い。ゲルマソ系で西 ヨーロッパ以外に分布するのは東 ヨーロッパ

のポーラソ ド、ハソガ リー、ルーマニア、ユーゴスラビアそれにソ連邦の ドイッ人、さらにユ

ダヤ系のアシュケナージである。ラテ ソ系はローマ帝国領にあってその文明の影響を強 く受け

た今日のイタリア人、フラソス人、カタロニア人、スペイソ人、ポル トガル人、サルジニア人

である。フラソス人のうち南部ではオ ック語を用いるが、これは北部のオイル語と異なり、よ

りラテソ的である。

ローマ帝国はギ リシア人やカルタゴ人によって植民地化されていた地中海沿岸を一つの世界

にまとめあげた。さらにアルプスを越えてガリア(フ ラソス)、 ブルタニア南部に及び、さら

にエルベ、ダニューブの線 まで進出 し、 これらの地方に現在にまで連続する多 くのローマ都市
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を建設 した。 ローマ人はケル ト、ゲルマソ、スラブ、パルチアなどの諸民族 と接触 し、豊かな

ヨーロッパ文明の基礎を形作った。そのうちの最大のものはキ リス ト教であったが、初期の迫

害を乗 り越えて ローマ帝国の国教となり、一一体の存在 となった。ローマ帝国が東西に分立 した

ことによってキリス ト教もmマ カ トリックとギ リシア正教に分裂することになったが、この

ことは後世に大 きな影響を与x ..ることになった。宗教改革によってローマカ トリックからルター

リズム・カルヴィニズム、イギ リス国教派が分れ、プロテスタソティズムは3派 となった。ル

ター リズムは北 ドイツからスカソジナビア半島に広が り、カルヴィニズムはオラソダ、フラソ

ス、スイスに伝えられた。イギ リスのヘソリー8世 はローマ教皇 との対立、破門からイギリス

国教会を創設 した。 ドイッを中心 とす る宗教戦争を経て、16世 紀後半にはローマカ トリックと

プロテスタソトとの境界は現在とほぼ同じようになった。

カエサルの 「ガリア戦記」やタキ トスの 「ゲルマニア」 にゲルマ ソ民族大移動前のゲルマソ

の社会が記されている。ゲルマソは、BC2世 紀 ころまではスカソジナビア半島の南部からユ

トラソ ド半島、北 ドイツにかけて居住 していたと推定 されているが、カエサルや タキ トスのこ

ろにはライソ川からダニューブ川流域にかけて広がっていた。彼らはもともと遊牧民族であっ

たが、長い定住生活の中ですでに農耕を知っていた。オ0デ ィソと二人の兄弟神を信ずるゲル

マソは針葉樹林や落葉広葉樹林に住む森の民として優れた文化を築 きあげた。首長は世襲制で

はなく、選挙制によって決定 されていたことなど後世のヨーロッパに引き継がれたものが多い

が、最大のものはゲルマソ慣習法で、ローマ法 とともに近代法の上に大きな影響を与えている。

いわゆるゲルマソ民族の大移動はフソ族の圧迫によって始 まった。 ローマ帝国領内に移動 し、

すでに退廃、変質 しつつあった古典文化の新たな担い手として、歴史の上に登場することになっ

た。ゲルマソの部族であるフラソク族がアラマソ族やブルグソ ド族を糾合 して建設 したフラソ

ク王国(カ ロリソグ朝)は 、カール大帝(768～814)の 時代に絶頂期を迎えた。現在のフラソ

スを中心に、東はライソ川流域、南はイタリヤの北半分、さらにピレネー山脈を越えてスペイ

ソにまで版図を拡大 した。彼はローマ教皇から帝冠を授けられ、以後 「ローマ帝国を支配す る

尊厳なる皇帝」の称号を用いるにいたった。西ヨーロッパの誕生、成立である。カール大帝後

の843年(ヴ ェルダソ条約)お よび870年(メ ルセソ条約)、 西 フラソク王国(フ ラソス)、 東

フラソク王国(ド イツ)、 ロタール王国(イ タリア)に 分裂 し、以後ふたたび復活することは

なかった。

III西 ヨー ロッパ文 化圏のボー ダーラ ン ド

以上 、述 べて きた よ うに西 ヨー ロ ッパ文化圏 に含 まれ るのは ラテ ソ系 とゲルマ ソ系の民族の

居住地域 であ り、 ローマカ トリックとプ ロテス タソ トの伝播地 域で ある。 そ こでは調和 された

精神文化 、高度 に発達 した科学文明、安定 した民主政治 の もとに豊かな経済生活 が確保 されて

いう。その外側には民族 でいえば、 イソ ドヨー ロッパ語族 のス ラブ系 、バル ト系 、イ リリア系、

ケル ト系、 ギ リシア系 、 ウラルアル タイ語族の フ ィノ ウゴール系が、宗教で いえぱギ リシア正

教=東 方正教(ロ シア正教、ルーマニア正教 、セル ビア正教、ブルガ リア正教、ギ リシア正教)、

イ スラム教 などが広 がって い る。

スラブ系 は、 カルパチア山脈 の北 か ら起 こって5世 紀 に移動 を開始 し、7～8世 紀 には、東

スラブ(ロ シア人、 ウクライナ人、 白 ロシア人)、 西 スラブ(ポ ー ラソ ド人、 チェ コ人、 ス ロ

バキア人、 ソルブ人、 カシュー ブ人) 、 南ス ラブ(ス ロベニア人、 クロアチア人、セル ビア人、

マ ケ ドニア人)の3派 がそれぞれの地方 に居 を占めた。 西 スラブの中には、 ポラペ人、 オボ ド

リッツ人、ルテ ィツ ィ人、 ポラメニア人(ス ロウィソ人)な どいず れ も西進 のあ ま り孤立 し、
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ドイツ人 に同化、融合 されて、消滅 した民族 も多い。 ソル ブ人 やかつての ポメラニア人 に含 ま

れていたカシュー ブ人はわず かに消滅 を免れた民族 である。 ドイ ッの地 が 「ス ラブの墓場 の地」

といわれ るゆ えんで ある7)。ポ ー ラソ ドで は966年 、 ローマ カ トリックを受け入 れ、 さ らに1000

年 、 グニエズ ノ大司教座を設立す る ことによって西 ヨー ロ ッパ文 化圏に含 まれ ることになった。

ボヘ ミアが ローマ カ トリック化 され るのは10世 紀 で、その後モ ラビア、 スロバキアに東漸 した。

ス ロベニアと クロアチアは西 ローマ帝 国領で あったため ローマ カ トリック地域 と して今 日にい

たって い る。

東南 のセル ビアは東 ローマ帝 国領 であ ったためギ リシア正教地域 とな り、言語 はセル ポ ・ク

ロアチア語 として同一 言語 であ りなが ら文字 は、 クロアチ アで は ラテ ソ文字 、セル ビアでは キ

リル文字を用 いてい る。 さらに第一次世界大戦終結 までは クロアチアは スロベニアとともにオー

ス トリア=ハ ソガ リー帝国領 に属 していたのに対 し、 セル ビアはす でに独立国で あったとい う

歴史があ る。 と くに両国の境 界付近の スラボニ ア地方や クライナ地 方は、オ ース トリア=ハ ソ

ガ リー帝 国が1578年 、 対 トル コ政策 と して設置 した 「軍政 国境地帯 」(Militargrenze)に 当

た り、屯 田兵 ともい うべ き主 と してセル ビアか らの入植民 が迎 え入れ られ たため、現在 もクロ

アチア領 内に多 くの セル ビア人 が クロアチア人 と混 住 して い る8)。両 民族間 の感 情的 ともいえ

る対立 にはこのよ うな歴史的背景 がある。

ス ラブ系、 イ リリア系 とともにサテ ム(Satem)語 系9)に 属 す るバル ト系は、 リ トアニア人 、

ラ トビア人 を含 み、消滅 した もの としてプ ロシア人、ス ドー ビア人 、 クロアニア人、セ ミガ リ

ア人、 セ ロニア人 があ る。 イ ソ ドヨー ロッパ語 の中では もっと も古 い言語 といわれ、 スラブ系

は このバル ト系の分派 である。 バル ト海 沿岸にチ ュー トソ騎士団 の勢 力が及 んだのは14世 紀 、

ブ レー メソの商 人が来住 して タ リソ(レ バル)、 ドルパ ッ ト、 リガ、 ヴイ ソダウ、パ ラソゲソ
r

(いず れ もハ ソザ同盟加盟都市)が 建設 されたのは12世 紀 で あ る。 ローマ カ トリックが伝 え ら
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れ た の もこの時代で あ る。

フ ィノウ ゴー ル語族 は、 フィソラソ ド人、 カ レニア人 、それに ラ トビアに残 る リボニア人、

サソク トペ テ ロブル ク(レ ニ ソグラー ド)付 近 に残 るイ ソグ リア ソ系(ボ ー ド人 、 ライ ド人、

イ ヨール人)、 カ レリア東方 のベプス人であ る'o)。フ ィソラソ ド人 は1世 紀 ころ、0派 が現在

のエス トニアか ら北上 して先 住民族 であ るラ ップ人 を駆逐 し、現在地に移動 した。 ローマカ ト

リックが この地 に伝 わ ったのは12世 紀 、 スウェーデ ソに よる統治の下で ス ウェーデ ソと対等の



114 奈 良 大 学 紀 要 第20号

地位 が与 え られた時 代 もあ った。18世 紀 か ら20世 紀 にかけて ロシア帝国 の支配 を受 けたに もか

かわ らず、西 ヨー ロッパ化が早 くか ら進 め られ た。民族伝 承 と して知 られ る 「カ レワラ」 は、

今 日もフ ィソラソ ド人の民族覚醒の精神的 な支 え とな ってい る。

東 か ら西への遊牧民族 の移動 は、歴史 を通 じて くりかえ された。系統 不 明のフン族 は370年

こ ろ、 ア ッテ ィラにひ きい られて東 ヨー ロッパに侵 入 して一時、大帝国 を建設 した。 その後ゲ

ピー ド、 ア ヴァール、 ブルガ ール(定 住後、 ス ラブ化)、 カバル、 ペチェネー グ、 クマ ソ、モ

ソゴル、 タ タールな どの諸民族 がいずれ もヨー ロッパに移動 した。 マ ジャール人 は、9世 紀末

ハ ソガ リー盆地 お よびその周辺 に移動 して ここに定 住 し、今 日にいたってい る。10世 紀 か ら11

世 紀 にかけて ローマカ トリックが伝 わったが、 トル コの支配 を脱 し、ハプスブル グ家に よる支

配 の時代 を迎 え るにいた って、西 ヨー ロッパ文 化圏に入 った。東 ヨー ロッパは、複 雑な地 形に

影響 されて、 これ ら移動民族 のまとま りを阻 み、次第に分化 して集 団 ごとに独 自の文 化をつ く

りあげた。そ うした ことは と くにボヘ ミアの森周辺、 ス ロバキア地方、 トラソシルバニア地方 、

東 アルプス地方 、ボ スニ ア地方、 ダルマチア地 方、 ドブル ジャ地方 、マケ ドニ ア地 方 に顕著で

ある。

イスラム教 が ヨー ロ ッパ に伝 え られたのは、イベ リア半 島で は8世 紀 の中頃、バル カソ半島

では14世 紀 か ら15世 紀 末 にかけてで あ る。 イス ラム教の最後 の拠点 、 グラナダが陥落 し、 イス

ラム教 がイベ リア半島か ら一掃 されたの1492年 で あ る。北部 の ビスケー湾 沿岸の アウ トゥリア

ス地方 は最後 までイ スラムの侵入 を許す ことがなか った。 バルカ ソ半島ではオ スマ ソ トル コ帝

国の北進 に ともない バルカ ソ半島の大部 分がイ スラム化 された。 わずかにイ スラム化 を免 れた

のはモ ソテネ グロ(ツ ルナ ゴー ラ)を 含めての ア ドリア海沿岸 とギ リシアの島 々で あった。 こ

の時代、 ウイー ソが1529年 と1683年 の トル コの攻撃 に耐 えて、包囲を守 りきった歴 史的意義 は

大 きい。バルカ ソ半 島には現在 もイ スラム教徒(ム ス リム)が 残 るが、 と くにボスニア ・ヘル

ツェゴビナでは12.3%が イ ス ラム教徒 であ る。1.ア ソ ドリッチの 『ドリナの橋』11)につ ぎの

ような描写があ る。

「………町の人び との生活 は、 この橋 とその カ ピヤの上 で演 じられ る。それ をめ ぐ り、それ

とむすびついて流 れす ぎてい く。個人ので あれ、家庭 のであれ、 また町全体 のであれ、 とも

か くどん なで きご とについての話で も、 《橋 で》 とい う言葉には、再三再 四ぶつか るのであ

る。事実、幼児 たちは ドリナの橋で あんよを始 め、少年 た ちも最初 の遊 びをおぼえ る。 ドリ

ナ左岸で生 まれたキ リス ト教徒の子供 たちは、誕 生後幾 日も しない うちに橋 を渡 る。0週 間

以 内に洗礼 のため教 会へ行 くか らで ある。 それ以外 の、右岸で生 まれた子供 や、洗礼を必要

と しない回教徒 の子供 た ち も、そ の父や祖 父 と同 じく、幼い ころの大半 を橋 の近 所です ご し

た ものであ る。 ………」

この町 はセル ビア とサ ワ川 の上流 、 ドリナ川 をへだてて立地す るボスニア ・ヘル ツェゴ ビナ

の ヴィシェグラー ドで ある。 この川 には、1571年 に建設 された ドリナ橋 が架 か っていた。 カ ピ

ヤ とは屋 台店 風の コー ヒ店 であ る。 これ らの地 方 には、 イス ラム教 のモス ク寺院がみ られ、西

ヨー ロッパの人々の 目にはエキ ゾチ ックな景観 と して受 け とめ られてい る。 ロシア正教 は、 ギ

リシア正 教の中で主要 な位置 を 占めてい る。 ロシア皇帝 イ ワソ3世 は、1453年 に ビザ ソチ ソ帝

国が滅亡 す ると、次第 にギ リシア正教の後継者 をもって君 臨す ることにな った。 ロシア正教会

の建築様 式は、 ビザ ソチ ソ様 式に よって統0さ れ、玉 ね ぎ状 の ドー ムに よって代表 され、 ロシ

ア的な都 市景観 を形 づ くってい る。

西 ヨー ロ ッパ文化 圏の ボー ダー ラソ ドと して取 り上 げたい範 域は、民族の上で は ラテ ソ系 、

ゲルマ ソ系以外 のス ラブ系 、バル ト系、 ケル ト系、 フィノウゴール系な どの分布地域で あって、
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ロ ーマ カ トリックとプロテス タソ トが信仰 され・ しか もラテ ソ文字 を用 いてい る地域 であ る
。

一部
、 ギ リシア正教や イスラム教 が混在 して いる地域 もこの中に含 め ることに したい。 この よ

うな基準 によって求め られた範域 は、 フィソラソ ド、 エス トニア、 ラ トビア、 リ トアニァ、 ポー

ラソ ド、 ドイ ツの ラウジ ッツ、 チェ コス ロバキ ア、 ス ロベニア、 クロアチア、ボスニア ・ヘル

ツェゴビナ、イ タ リア南部、 マル タ、 サル ジニ ア、 スペイ ソ南部、 ブルターニ ュ、アイル ラソ

ド西部 、ス コツ トラソ ド北部で ある。 この基 準か らす るな らば、ユー ゴスラ ビアのセル ビア、

モ ソテネ グロ、マケ ドニアそれ にアル バニア、ブルガ リア、 ギ リシア、 ヨー ロッパ トル コは範

域 の外側 と位置 づけ られ ることにな る。

N東 ヨー ロッパの地理的範囲

東 ヨー ロ ッパとい う地域区分 は比較 的新 しく、 それは地理 的区分 とい うよ りもむ しろ政治的

な区分であ り、かつて ワル シ ャワ条約機 構(WTO)や 共 産主義経済 会議(COMECON)に 加

盟 していた国家群 を指す呼称 であ る。 その中 には ソ連邦 を含 まない場 合が0般 的であ る。かつ

てはP.デ フ ォソテーヌ12)によれ ばチ ェコス ロバキア、ポー ラソ ド、ハ ソガ リー、ルーマ ニア、

ブルガ リア、 スイ ス、 リヒテ ソシュ タイ ソ、オー ス トリア、 ドイッは中央 ヨー ロッパに、ユー

ゴス ラビア・アルバニ ア、ギ リシアは地 中海 ヨー ロ ッパ にそれぞれ含 め られてい る
。J.ゴ ツ

トマ ソ13)は、 さらに ソ連邦 を東 ヨー・ロ ッパ に区分 してい る。N.J.G.パ ウ ソズ・4)、M.R.

シ ャ ック リ トソ15)、A.F.マ トソ16)の区 分 にはいずれ も東 ヨー ロ ッパの区分 はない。東 ヨー

ロ ッパ がみ られ るのはG.Wホ フマ ゾ7)の 区 分 に よってで あ り、 ポー ラソ ド、チ ェコスロバキ

ア、ハ ソガ リー、ル ーマニア、 ブルガ リア、 ユー ゴス ラビア、 アルバ ニアを東 ヨーロ ッパの範

域 と して いる。J.ゴ ッ トマ ソ18)の区分 では フ ィソラソ ドを ポー ラソ ド、 チ ェコスロバ キア、

ハ ソガ リー一、ルーマ ニア、 ドイ ツ、オー ス トリアなど とともに中央 ヨー ロ ッパの中 に含 めて い

る。

しか しなが らソ連邦の ペ レス トロイカ、東 ヨー ロッパの変革 が進 め られ る中で、東 西 ドイツ

の統一 、バル ト三国の独立が実現 し、 オー ス トリア、 ハ ソガ リー、チ ェコス ロバキ ア、 ポー ラ

ソ ドの接近が と り沙汰 され る今、いつまで も東 ヨー ロッパの地域概念 にと らわれ る必要 はな く、

新 しい ヨー ロッパの秩 序の中で地域区分 の再検討 が行われ るべ きであ る。 それに して も第二次

世界大戦後 の東西対 立の構 図の中で東 ヨー ロッパの概 念が定着 しす ぎた きらいがあ る。 この地

域概念 もや がて解消 し、戦後 のあ る特定 の時代 にだけ存在 した とされ る時代 が来 ることであ ろ

う。本稿で はそ うした東 ヨー ロ ッパの意味 ではな く、 ボー ダラソ ドを含 め、西 ヨー ロッパ文化

圏 と東 スラブ(ロ シア)文 化 圏 さらにイ ス ラム(ト ル コ)文 化圏が接触、交錯 し、文化 的、社

会的、政治 的、経 済的 に これ らの影響 を受け合 って きた国家群 を一連 の地 帯(tier)と して と

りあげることに したい。 ポー ラソ ドの歴史学者0.ハ レ ッキーは、西 ヨー ロッパ中心の ヨー ロッ

パ史に対 して東 ヨー ロッパに視点 を置 いた ヨー ロッパ史の必要性 を強調 した19)。この地帯 は決

して統0さ れた まとま りを持 った単位 ではな く、多種 、多様 の要 素を含む複雑 な歴史的 には悲

劇 の地 帯であ る。それ にもか かわ らず これを地帯 と して取 り上 げ るのは将来注 目され る もう0

つ の ヨー ロッパであ るか らで ある。

この地帯 を北、 フィソラソ ドか ら南 、ギ リシアにかけて4区 分 す ると、

-
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4
ゐ

フ ィ ソ ラ ソ ド、 エ ス トニ ア 、 ラ ト ビ ア の 地 域

リ トア ニ ア 、 ポ ー ラ ソ ドの 地 域

チ ェ コ ス ロ バ キ ア 、 ハ ソ ガ リ ー 、 ス ロ ベ ニ ア 、 ク ロ ア チ ア の 地 域

セ ル ビ ア 、 ボ ス ニ ア ・ ヘ ル ツ ェ ゴ ビ ナ 、 モ ソ テ ネ グ ロ 、 マ ケ ドニ ア 、 ア ル バ ニ ア 、 ル ー
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マ ニア、モル ドバ、 ブルガ リア、ギ リシア、 ヨー ロッパ トル コの地域

とな る。

1の 地 域は、歴 史的 に早 くか らデ ソマー ク、ス ウェーデ ソ、 ドイ ッの影響 を受け、ハ ソザ同

盟やチ ュー トソ騎 士団 との関係 が深 か った地域 であ る。 フィソラソ ドの0人 当た りのGNPは

22060USド ル(3位)と きわ めて高 く、 エス トニア、 ラ トビアは ソ連邦 の中で もっと も進

んだ共和 国で あった。バル ト三 国や他 の東 ヨー ロッパ諸国が将来、民族 的アイデ ソテ ィテ ィの

もとに中立主義を国是 と して いるフ ィソラソ ドを模 範 として 自国の政治的、経済的安定を もと

めてい るのは当然 といえる。 同系 のフ ィソラソ ド人 とエス トニア人 との関係 は親密で、従来か

らもフ ィソラソ ドか らエ ス トニアへの渡航 には ビザを必要 と しない特別 の措置が とられていた。

2の 地域 は、14世 紀 か ら18世 紀 にかけてポー ラソ ド・リ トアニア君主連 合国をつ くり、一 時

は ロシアを征 服す るほど強大で あった。 その後 、ポー ラソ ドは ロシア、プ ロシア、オー ス トリ

アに より分割 されたが、 リ トアニアは常 にポー ラソ ドと運命 を ともに した。

3の 地域 は、第0次 世界大戦終結 まではいずれ もハ ソガ リー=オ ース トリア帝国領 の中 にあ っ

た。17世 紀 末、 トル コの敗退以後、 ハ ソガ リーはハプスブル グ家 の支配 を受 け、1867年 の和 約

(Ausgleich)に よって二重 帝国 が成立 した。 ボヘ ミア、 モ ラビァ、 シ レジア、 ガ リシア、ブ

コビナ、 スロベニアはオー ス トリア領 、ス ロバキア、 トラソシルバニア、 クロアチア、 ダルマ

チア、イ ス トリアはハ ソガ リー領、 ボスニア ・ヘル ツェゴビナはオース トリア とハ ソガ リーの

共 同管轄 で あった。1989年 の0人 当 た りのGNPで は オース トリア17360(13位)と 高 いが、

その他 チ ェコスロバキ ア10130、 ハ ソガ リー2560(い ず れ もUSド ル)と 低 い。

4の 地 域について は、 バル カ ソの呼称 があ る。 バルカ ソとは トル コ語 の山地 を意味 し、セル

ビア以南のユー ゴスラビア、 アルバとア、ブルガ リア、ギ リシア、 ヨー ロッパ トル コを含む。

G.W.ホ フマ ソは、その北側 に隣接す るルーマニア、ハ ソガ リー、オース トリアの0部 をそ

の中に含 む ことがで きる と述 べてい る20)。バ ルカ ソ半 島はイベ リア半島や イタ リア半 島の よう

に山脈 に よってその地域的範囲 を決定す ることがで きない。1989年 の0人 当た りのGNPで は

ルーマニア6570、 ギ リシア5340、 ユ ー ゴス ラビア2490、 ブ ルガ リア2320、 ア ルバニア1265(い

ず れ もUSド ル)と 全体 に低 い。 ユー ゴス ラビアは南北 の格 差が著 しく、全土 の7.1%の 人 口

を占め る コソボ自治 州の一人 当 りの所得 を100と す ると、8.4%の 人 口を占め るス ロベ ニアは

165と 、 大 きなへだた りがあ る。 この地域 は、 ボー ダー ラソ ドの範域外 で西 ヨー ロ ッパ化 がま

だ不十分 で、 ともす ると偏狭 なシ ョー ヴィニズムが台頭 し勝 ちで、民族 をめ ぐって隣接 国 との

間に紛争 を起 こす危 険性をは らんで いる。

東 ヨー ロッパは、総人 口約1億5000万 で 、 ヨー ロッパ全体(ソ 連邦 は ロシア、 ウクライナ、

白ロシアの合計 、 ウラル山脈以東 を除 く)の22%に あ た る。 ちなみに西 ヨー ロッパは約3億40

00万(50%)、 東 ス ラブは約1億9000万(28%)で あ る。最多人 口国はポー ラソ ド(3785万)、

ついでユー ゴスラビア(2369万)、 ルーマニア(2315万)(1986年)、 最 多民族 人 口は、ポー

ラソ ド人(3407万)、 つ いでル ーマニ ア人(1757万)、 マ ジャール人(1302万)、 チ ェ コ人

(951万)、 ギ リシア人(888万)、 セル ビア人(875万)、 ブル ガ リア人(803万)で あ る。
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V東 ヨーロッパの地理的性格

G.W.ホ フマソは、東 ヨーロッパの地理的性格として、漸移性(transition)、 不安定性

(instability)、 多様性(diversification)を あげている20)。東 ヨーロッパの漸移性と多様性

が不安定性を招いているといえる。

西から東への漸移 を考える時、西岸海洋性気候←→湿潤大陸性気候、地中海性気候←→湿

潤大陸性気候の漸移があり、落葉広葉樹林←→針葉樹落葉樹混交林、地中海常緑広葉樹←→針

葉樹落葉樹混交林の漸移がある。地形の上では、北方にはバル ト海があ り、その南には ドイツ

からポーラソ ドにかけての低平な北 ヨーロッパ平原が展開する。北の沼沢地 と南の台地の間に

はビスワ川、ワルタ川が西流 し、 ワルシャワ周辺にはマゾフシェ低地、ポズナニ周辺には南 ビ

エルコボルスカ低地 とクヤー ビ低地が広がっている。 ドイツとロシア両大国に挟 まれたポーラ

ソドの3次 にわたる分割以来、第二次世界大戦後のポーラソ ド領土の西への移動に及ぶ歴史な
1

どが この ことを如実 に示 して いる。J.イ ヴ ァシュキ ェヴ ィッチは、 『ウ トラタの水車小屋』

21)の中 で次 の ような描写 を してい る
。

「………途 中の景色はすば ら しか った。乾燥 した砂 ま じりの畑 が緑 の窪地 の上 でふいに とぎ

れた。 窪地 の両側 は緑の草地がか な り遠 くまでつづ き、道の中央 にはまが りくね った小川が

きらめ き流 れていた。水草がお い茂 っていたが流 れはかな り早 かった。水 辺の所 々に百合が

咲いていた。 水は明 る く澄 んで、空 のよ う軽 やかだ った。馬車 は ライ麦 が まば らに生 えてい

る乾 ききった畑 と、最近刈 り取 られ たあとへ新 しい草の芽が も う冴えた緑 をみせてい る牧草

地 との問の、砂 ぼ こ り多いで こぼこ道 を、 は しをえ らんですす んでいった。丘 の上の よ うな

場所 、 とい うよ りはむ しろ道の まが り角 に出る と、牧 草地が眼前 にひ らけ、小川 はい くつか

の湾曲部をつ くり、堰 にはば まれて かな り大 きな池 にそそいで いた。池 は広々 と して、周囲

にハ ソの樹 や柳 を繁 らせ、波 もたてず、眠 たげであ った。 日は ます ます つ よ く照 りつけてい

た。 ………」

ゆ るやかな起伏 の上には牧 草 とライ麦 などの畑地 が広 が り、それ を浅 く刻 む川 は メアソダー

リソグしなが ら流 れ、所 々に沼沢が展開す るといった この地帯 に共通 の景観 であ る。

北 ヨー ロッパ平原の南 にはハル ツ山脈、チ ュー リソゲソ森、 エル ッ山脈、 ボヘ ミア森、 ズデー

ト山脈、 モ ラビア高地 、カルパチ ア山脈、 トラソシルバニア アル プ山脈、 ビホール高地 、 さら

にバルカ ソ半 島にかけて ジナル アル プ山脈、 ピソ ドス山脈 、バル カ ソ山脈、 ロ ドピス山脈がは

しる。 これ らを縫 う交通 路 と しては まず北 か らハ ソガ リー盆地 に向か うものに西 ドイ ッバイ エ

ル ソか らダニ ューブ川沿いにハ ソガ リー盆地 に入 り、鉄 門を経て黒海 に達す るもルー ト、 これ ら

に向かってサ クソニ アか らラベ(エ ル ベ)・ ブル タヴァ(モ ル ダ ウ)川 沿 いにボヘ ミア盆地 を

経 て ダニ ューブ川 畔の リソツに至 る コース、 シ レジアか らオー デル川 、川沿 いに シ レジアの門

を経 てモ ラバ川 を くだ りハ ソガ リー盆地 に至 る コース、ガ リシアか らビス ワ川 を さかのぼ り ド

クラ峠を越 えてオ ソダヴァ川 を くだ りハソガ リー盆地 に至 る コースがあ った。 ダニ ュー ブ川に

沿 ってブ ダペス トやベオ グラー ドの都市 が発達 した。 ハ ソガ リー盆地 か ら南 に向か ってモ ラバ

川 ・ヴァル ダール川 の回廊 を経て エーゲ海(サ ロニカ)に 至 る コース、ニス付近 で これか ら分

かれてニサバ川沿 いにマ リッツガ リー河谷 に入 り、 ソフィアを経て黒海(イ スタソブール)に

至 る コー スがあった。ハ ソガ リー盆地 か ら西 に向か ってサバ川、 ドラヴァ川 に沿い リュブ リヤー

ナを経 てア ドリア海(ト リエステ)に 至 る コース もあ った。 これ らの交通路 は、北海 、バル ト

海、黒海 、エーゲ海 、ア ドリア海 を結 び、歴 史時代 を通 じて號珀、塩、香辛料 、染料 、織物 な

どの交易 に重要 な役割 を果た して きた。東 か ら西 へ、また西 か ら東 へ民族移 動は くりか えされ
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た が 、 こ うした山地 は障害物 であっただけではない。 山地 に よって隔て られ るA地 域 とB地 域

の隣接地域 ど うしで は交通路 によって文化 の交流 が行 われ る。増 田四郎は、 「西 ヨー ロ ッパ と

い うところは、 ゲルマ ソ系、 ローマ系 の、観念上考 え られた言語の両極 を共用 しつつ、実 際に

は ち ょうど原色 をまぜ あわせ たいろいろの中間色 とい うか、混 合色の あや をな してい る舞 台だ

とい うことになる」 と述 べ、言語の漸移性 をと りあげてい る勿)。この こ とは、東 ヨー ロッパに

ついて もい えることで、た とえばチェ コ語 とス ロバキア語 は西か ら東に、 また東 か ら西 に移 る

に したがい次第 に変化 して、 チェ コ語 プロパーか らス ロバキア語 プ ロパーの二言語 の両極 に本

拠 を置いてい る23)。イ ソ ドヨー ロッパ語族 の中 に孤立す る異 質のマ ジャール語 な どを除 くな ら

ば西 ヨー ロッパ文 化圏 と東 スラブ(ロ シア)文 化圏 の核心 を両極 と して言語の漸移性 が認 め ら

れ るとい う。

民族移動 は、その過程 の中で母集団の分布 を決定 し、周辺 にはち ぎれ雲の よ うに小集 団を拡

散 させ、 さらに後世 の移 動を加 えてい くつかの民族 が相互 に入 り混 じって錯雑 し、複雑 な民族

分布 を示 した。前述 した山脈 に と りまかれた盆地 などのほか、 ポー ラソ ドの ポモー ジュ地方や

マズール地方 の湖沼群 、 ドイ ツの メッケ レソブル グ地方 の湖沼群 を含めて、それぞれ民族 の居

住空間 を提供 した。東 ヨー ロッパでは と くに同 じ民族の中 において もさらに細分化 され た文化

の小領域 が認 め られ る。音楽 でい うな らば ポー ラソ ドの民族音楽 と して知 られ るマ ズル カは16

世 紀 ころのポー ラソ ドのマズール地方 の舞踊か ら起 こった もので あ るし、 クロアチ アの コロ舞

曲には地方 ごとにそれぞれ少 しずつ異 な った ロー カル色が認 め られ るとい う。

東 ヨーロ ッパにおいて、 国内に もっとも多 くの民族 を含 んで いるのはユー ゴスラビアで、人

口5000以 上 の民族 だけで も20を 数 え る。 すなわ ちセル ビア人(41.9%)、 ク ロアチ ア人(23.1

%)、 ス ロベニ ア人(8.5%)、 マ ケ ドニ ア人(5.6%)、 イ スラム(5.3%)、 ア ルバニ ア人

(4.9%)、 モ ソテネ グロ人(2.8%)、 マ ジャール人(2.7%)、 トル コ人(0.9%)、 そ の他

ジプシー、ス ロバキア人、 ブラフ人、ブルガ リア人、 ドイ ツ人、ルーマニ ア人、 ウクライナ人、

チ ェ コ人、 イタ リア人、 ロシア人、 ユ ダヤ人 であ る。 ルーマ ニアは、 同"じ く17民 族 を数 える。

すなわ ちルーマニ ア人(86.0%)、 マ ジ ャール人(セ ーケイ人 を含 む)(9.2%)、 ドイ ツ人

(2.2%)、 ジ プシー(0.6%)、 ユ ダヤ人(0.5%)、 そ の他 ウクライナ人 、 セル ビア人、 ロ

シア人、 スロバキア人、 タタール人、 トル コ人 、 ブルガ リア人、 チェ コ人 、ギ リシア人、 ポー

ラソ ド人、 アル メニア人、 クロアチア人 であ る24)。ドイ ッ人(ザ クセ ソ人)は10世 紀 以来、政

策的に東 方へ進出、移住 した ことによって東 ヨー ロッパか ら現在の ソ連邦 の広 大な地 域 に居住

す ることにな った。

複数 の民 族が混住 してい る地域 は、政治的不安定性 を生 ず る。第二次世界大 戦前 、 ドイ ツ人

とポー ラソ ド人が混住 してい たポー ラソ ドコリ ドール地方 や今 日の クロアチアのス ラボニ ア、

クライナ地 方、ルーマ ニアの トラソシルバニア地方 な どであ る。バ ルカ ソは 「ヨー ロ ッパ の火

薬庫」 といわれたのは民族分布 が複雑 な上、大国の利害、論理がか らむ ところにその根源 があっ

た。第0次 世界大戦後の ヴエルサイユ条約(1918年1月)、 サソジェルマ ソ条約(1919年9月)、

トリアノソ条約(1920年6月)、 ヌイイ条約(1919年11月)セ ーブル条約(1920年8月)に よっ

て国境線 が確 定 して新 しい ヨー ロッパの秩序 が うちたて られたが、民族問題 は根本的には解決

す ることはなか った。第二次世界大戦 中か ら後 にかけての ソ連邦 による、バル ト三国の併合 を

は じめ とす る国境 線の変更は少数民族 の 自決権 を無視 し、時代逆行 と もいえ る社 会主義大国の

論理 を一方 的にお しつけ ることになった。 フィソラソ ドか らは ペツ ァモ港 を含む カ レリア(東

フィソラソ ド)を 、 ポー ラソ ドか らは東 ポー ラソ ドを、 ドイツか らはカ リーニ ソグラー ド(東

プロシア北 半分)を 、 チェ コス ロバキアか らは トラソスカルパ チア(ル テニア)を 、ルーマニ
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表2東 ヨー ロ ッパ各 国 の 民族=構成(1000人)

全 人 口

(1960年)

東 ドイ ツ

17125

ポーラソド

29965

チェ コス

ロバキア

1377.6

ハンガリー

10028

ルーマごア

1856?

ブ〉レガリア

?943

ユ ー ゴ

ス ラビア

18607

アンLバゴア

1660

ド イ ツ 人 16975 50 165 200 400 60

ポ ー ラ ソ ド 人 29540 85 8

チ ェ コ 人 9050 12 30

ス ロ バ キ ア 人 20 3830 60 25 86

ソ ル ブ 人 120

マ ジ ヤ ー ル 人
、

425 9520 1700 505

ル ー マ ニ ア 人 15 15960 60

ブ ラ フ 人 80

ブ ル ガ リ ア 人 13 ・'.1 62

マ ケ ド ニ ア 人 1040 10

セ ル ビ ア 人 20 43 :11

ク ロ ア チ ア 人 25 5 4290

ス ロ ベ ニ ア 人
● 5 1590

モ ソ テ ネ グ ロ人 515 5

ウ ク ラ イ ナ 人 150 70 65 40

白 ロ シ ア 人 100

ロ シ ア 人 20 5 40 12 13

ジ プ シ ー 30 100 60 115 210 90 10

ユ ダ ヤ 人 30 18 100 100 7 5

ト ル コ 人 15 670 165

タ タ ー ル 人 23 7

ギ リ シ ア 人 11 9 40

ア ル メ ニ ア 人 7 23

イ タ リ ア 人 25

ガ ガ ウ ス 人 10

カ ラ カ ッ チ 人 3

ア ロ ー ム 人 10

ア ル バ ニ ア 人 915 1580

イスラム系セルボクロァチア人 980

主要民族率1930～39年

(%)1960年

99

99

69

99

62

93

92

95

73

86

8?

88

82

87

92

95

'
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アからは北ブコビナ、ベッサラビアを北から南に向けてあたかもスライスす るかのように52万

㎡を併合 し、国境線を西に移 した。

W民 族と国家

歴史を通 じて生成、分裂、統合、移動、消滅を くりかえ しながら現在、存在する数多 くの民

族が形成 された。民族(People,Ethnicgroup)の 概念は歴史学、民族学、政治学、地理学

などによって、その意味するところがそれぞれ異なっていて民族 とは何かの問いには容易に答

えられない。とくに国民(nation)の 概念と民族の概念が混同されることや言語を民族分類の

基準にするならばどこまでを方言、どこか らを独立の言語 とみなすかの問題がある。ここでは

民族を言語、宗教、伝承、歴史、生活習慣などの文化を共有 し、それ自体が血縁的、地縁的共

同体であるとする意識によって結ばれる集合単位をさすと考える。ユダヤ人やユーゴスラビァ

のムス リムなどのように宗教が第..a・的である民族 もあるが、大部分は言語が同一である集団

を民族としてとらえることが多い。

民族と国家の関係を考えるにあたって、少数民族(Ethnicminority)を め ぐって二つの類

型に分けることができる。一つは母集団をなす民族が主権国家をつ くり、周辺に散在す るその

民族が他の国家に属 している場合、 これにはその民族が属 している国家に不満を抱 き、反発 し

ている場合とその民族が属 している国家と協調できる場合がある。二つにその民族に母集団が

な く、その民族がどの国にあっても少数民族である場合である。 これには少数民族ながら母集

団として一つの国家に属 している場合と世界のどこにも民族国家をもたない場合がある。

ユーゴスラビアのセルビア共和国に含まれるコソボ自治州(旧 称 コソボメ トピア 〈1946～71>)

ゐ)欄)には
、多 くのアルバニア人が居住 し、第七の共和国(ス ロベニア、クロアチア、ボスニア・

ヘルツェゴビナ、セルビア、モソテネグロ、マケ ドニア6共 和国)の 樹立を究極の目標として、

民族運動が展開されている。1912年 まで トルコ領であった コソボ地方は、その後ユーゴスラビ

ア領となり、セルビアの属州、 コソボ自治州となったが、セル ビア人やそれにもましてアルバ

ニア人のこの地への移住は17～18世 紀以来続いていた。アルバニア人は、古代イ リリア人の後

商で、ローマ帝国にも頑強に抵抗 した歴史があり、きわめて誇 り高 く、強固な民族意識に支え

られている。 コソボ自治州の民族構成は、アルバニア人77.4%、 セル ビア人13.2%、 モソテネ

グロ人1.7%、 イスラム3.7%、 トル コ人0.8%、 ユー一ゴスラビア人0.2%、 その他3.0%と なっ

ている(1981年)。 コソボ自治州19県 の うちアルバニア人がもっとも多いのはメ トビア盆地か

らコソボ盆地 との間の山地、マケ ドニアのスコピエ東北にかけてである。モソテネグロやマケ

ドニアにもアルバニア人の居住が広がっている。コソボ自治州のアルバニア人は出生率が高 く、

人 口増加が著 しい。 コソボ自治州全体の人口は、1948年498245(コ ソボ自治州の うち68.4%が

アルバニア人)、1981年1584560(77.4%)と 増加 し、アルバニア人の比率 も高まっている。

多数派のアルバニア人と少数派のセルビア人の対立が続 くなか、1988年 、セルビア政府の権限

強化に反発 したアルバニア人によるス トライキやデモが州都プリシュチナを中心に起 こった。

迫害を受けたとしてセルビア人を保護す るため、機動隊が導入されて事態が緊迫化 した。ユー

ゴスラビアの連邦制は、形式的には民族が主権をもつ共和国から成 り立ち、すべての民族の平

等と各民族の自決権を認めるものである。 しかし民族と少数民族は区別され、コソボ自治州の

アルバニア人は民族とは認められず、少数民族の地位から脱することができないでいる。 この

点にアルバニア人の不満が絶えずある。

ルーマニアの トラソシルバニア地方には多 くのマジャール人が居住 しているゐ)～28)。トラソシ

ルバニア地方は、ルーマニア語ではアルデアル(Ardeal)、 マ ジャール語ではエルデーイ
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(Erdely)と 呼 び、互 いに 自民族 の発祥地 であ ると主張 しあってい る。1867年 以 来 、オ ース

トラ リア=ハ ソガ リー帝 国のハ ソガ リー行政区の0部 となって いたが、第 一次世界大戦後 の19

20年 、 トリアノソ条約 を連合 国 との間に締結す ることに よって、ハ ソガ リーは トラソシルバニ

ア地方をルーマ ニアに割譲 した。 トラソシルバ ニア地方 には、 マ ジャール人 のほかに、その0

派 とみ られて いる50万 の セーケイ人がい るが、言語、文化 などはマ ジャール人 と若干、異 な っ

てい る。ルーマ ニアは1968年 、従来 の行政区画 を39郡1特 別市(ブ カ レス ト)に 改 めた。 これ

によって従来 のマ ジ ャール 自治区(ム レシュ地方)は 廃止 され、民族 を越 えての平等保障 、見

方 をかxれ ばマ ジャール人 のルーマニ ア化が強制 され ることになった。 しか しこの ことは民族

の母集団、ハ ソガ リーとの関係 を強め よ うとす る彼 らの民族意識 をかえって高揚 させ ることに

な った。民族運動の抑圧 に不満 を もつマ ジャール人の中 には国外 に亡命す る者 が生 じ、ルーマ

ニ ア、ハ ソガ リー両国間 の関係 が悪 化 した。以上 コソボの問題 に も トラソシルバニアの問題 に

も共通 してい る点は、 アルバニア人 やマ ジャール人は、 ともにユー ゴス ラビアやルーマニアで

は少数 民族で、母集団 の民族 国家 が隣接 して存在 してい ることで あ る。彼 らは、母 集団の民族

国家に帰属す ることを究極的 には希 求 しなが らも、それが達成で きない状況 の中で、あ る程 度

の 自治に甘んず ることを余儀 な くさせ られてい る。 この際、そ こで認 め られ る自治のあ り方 が

問題 とな る。

チ ェコスロバ キアは1990年4月20日 、 正式な国名 を 「チェ コとス ロバキア連邦共和 国」 と決

めた。西部の ボヘ ミア地方 、中部のモ ラビア地方が チェ コ人、東部 のス ロバキア地方 が スロバ

キア人で ある。 チェ コス ロバキ アの民族構成25)～27)は、 チェ コ人64.3%、 ス ロバキア人30.5%、

そ の他マ ジャール人 、 ドイ ツ人、 ポー ラソ ド人、 ウクライナ人、 ロシア人 な どであ る。94.8%

まで がチ ェ コ人 とス ロバキア人で第二次世界大戦後、 こ こにおいて も東 ヨー ロ ッパの他の国 と

同 じよ うに民族 の同質性 を強 めつつあ る。 スロバキアはと くにマ ジャール人が少数民族 と して

分布 している。 かつてオース トリア=ハ ソガ リー帝国領 ハ ソガ リー行政区 に属 していたためで、

南部に広 がって いる。 もともとスロバ キア人の プ ロパーの地域 はバ ソスカー ・ビス トリツ ァを

中心 とす る中央 ス ロバキア州で、現在 ブラチス ラバに置 かれてい るス ロバキ アの首都 を、 この

地 方のマル テ ィソに置 こうとい う案 があ った ほどで ある。 チ ェコス ロバキアの行 政区画は チェ

コ1市7州 、 スロバキア1市3州 に区分 され、 スロバキアの1市 は首都 ブラチ スラバ、3州 は

中央 スロバキア州 のほか、東 西の スロバ キア州で ある。 ス ロバキアの民族構 成は時代に よって

比率 に変化が ある。 かつてはマ ジャール人の比率 が高 く、 オース トリア=ハ ソガ リー帝国時代

には30%で あ ったが、その後 次第に低下 し、今 日で は12%に な ってい る。 これは住民の交換 を

含めた流入、流 出に よって生 じた部分 もあるが、個人単位 の民族転換 に よるもの も含 まれ る。

複数の民族 の混住地域 において、バイ リソガルの場 合、民族 の転換 をはか ることは可能であ る。

始 めマ ジ ャール人 であ った人が スロバキア人 にな るとい った ような ことで ある。時代 の推移 に

合 わせて生活 のために、就職 の ため に安定 した有利 な言語 の選択 が必要 になって くるか らで あ

る。言語即民族 とい う意味で は民族 は適応 で きる保護色 の性格 を もってい る。 スロバキアのマ

ジ ャール人 は今 日、50万 とい われるが、 トラソシルバニアのマ ジャール人 のよ うな不満 をもっ

ていないのはチ ェコスロバ キア政府 の対少数民族政策 が比較 的穏健 なた めで ある。

ドイツ人の国家 とみな されて いるオース トリアに も少 数民族 をか かえて いる。 クロアチア人

35000、 ス ロベニ ア人24000、 マ ジャール人11000、 チ ェ コ人5000な どで ある。 クロアチ ア人 と

マ ジャール人は、東 部の ブル ゲ ソラソ ド州、ス ロベニア人は、南部 のケル ソテ ソ州に分布 して

いる。

ブルゲ ソラソ ド地 方は、第0次 世界大戦終結 まではオー ス トリア=ハ ソガ リー帝 国の中でハ
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量 ・ 置 」

p2Ukm

;;ハソガリ識 域2オ ーストリ犠 域

一 ・一 ・一 ・一 現在の国境線

一 ・・一一 ・・0オ ーストリアeハ ソガリー帝国時代の行政区境界線

図4ソ プ ロ ソ地 区 の 住 民 投 票(A.F.Burghardt)

表3ソ プ ロ ソ地 区 の 住 民 投 票

地 区 量 韮口 口口 票 数
C%)

オ ー ス トリア ハ ソ ガ リ ー

1 Agfalva ド イ ツ 語 848 83 17

2 Balf ドイ ツ 語 595 60 40

3 Fertoboz ドイ ツ 語 342 22 ?8

4 Fertorakos ド イ ツ 語 1370 61 39

5 Harka ド イ ツ 語 581 90 10

6 Kophaza クロアチア語 813 31 69

7 Nagyczenk マジヤール語 1039 0 100

8 Sopronbanfalva ドイ ツ 語 1177 81 19

計 55
(360?)

45
(300?)

9 Sopron 17388
27
(4620)

73
(12327)

合 計(結 果) 240s3
35
(8227)

65
(15334}

24063-(8227+15334)・=※502(票 数)は 棄 権 地 区 の 番 号 は 図4の 番 号 に対 応 (A.F.Burghardt)
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ソガ リー行政 区に属 していたが、1919年 の サ ソジェルマ ソ条約 に よってオー ス トリアへの移譲

が決め られた。 ハ ソガ リー行 政区時代、 ここはモ ソソ、 ソプ ロソ、バ リの3州 で あったが、新

しい国境 線は、その西半分をオー ス トリア領 とす るものであ った。 サ ソジェルマ ソ条約 によれ

ば、 ソプ ロソ付近 は 「(ノ イ ジー ドル湖)ノ 南岸 二於 テ(ホ ー リソグ)ト(ビ デ グシ ェッグ)

トノ間二選定 スヘキ地 点二至ル ノ間、(ニ キ ッチ)及(チ ソケ ソ ドル フ)ノ 東方(ケ ヴェシ ュ

ト)及(ネ メ ト、ペ レステ ッグ)ノ 西方 を過ルモ ノ」 となっていた29)。この地域の所属をめ ぐっ

てハ ソガ リーか ら抗議があ り、住民投票 が行 われた結果 、 ソプロソ全体では ハソガ リー帰属15

334票(65%)、 オ ース トリア帰属8227票(35%)と な って1921年12月14日 、 ハ ソガ リー一領 へ

の編入が決定 した鋤。 この ことに よ り以来 、ハ ソガ リーでは ソプ ロソ市 を 「ハ ソガ リーの中で

もっとも忠実な町」 と して称賛 されて いる。

ケル ソテ ソ地方 のほ うは、第一次世界大戦終結 まではオース トリア=ハ ソガ リー帝 国の中で

オース トリア行政 区に属 していた。サ ソジェルマ ソ条約 に よれば 「(ベ ック)ヨ リ東方 に向 ヒ

標高1817(マ レステ ィーゲル)二 至ル ノ間(カ ラヴァソケ ソ)ノ 分水嶺 二依ル」 か ら 「次 テ東

方 二向 ヒ標高1522(ヒ ュー ネル、 コー ゲル)二 至 ル ノ問(ラ ファー ミュソ ト)ノ 北方 ヲ過 ルモ

ノ」 と したが、 この線 の南 で帰属 を問 う住民投票 が行 われ ることにな った31)。この地方 をさ ら

に東 西に線を引いて、南部、北部別 々に投票 を実施 しようと した。先ず投票 を行 な った南部地

域でオー ス トリア帰属22025票(59%)、 セ ル ブ ・クロアー ト・ス ロベー ソ(ユ ー ゴスラビア)

帰 属15279票(41%)と な った ため北部地 域の クラーゲ ソフル ト周辺で は投票 に至 らず、 これ

に よ り1920年10月10日 、 ケル ソテソ地方全域 がオー ス トリア領 に編 入 され た32)。こ れに よって

結局、 カラヴ ァソケソ山脈 がオース トリアの南の国境 線 とな った。 これ らの住民投 票は、 ドイ

ツ人以外の少数民族 の 自決権 を尊重 した ものであ った。オー ス トリア政府 は、1955年 の 国家条

約後 も少数民族 に対 して母 国語教育 に配慮 す るな どの政策 をとってい るが、 これを求め る者は

必ず しもす べて ではな く、む しろ ドイ ッ語教 育の徹底 を望 んで いる者 が多い。 この傾 向は ブル

ゲソラソ ド地方 に居住す るクロアチア人 に と くに強い33)。

オ ー ス トリア領

,クr

i

1817m、 ＼

、一一 一 ● 』ら .

マ レス テ ィー ゲ ル

ノ 、レ」＼

クラー ゲ ソ フル ト

o吻

〈

北灘 黛 嘉 こソ,
1522m

6ト06一 隔 ・}繭 一 一開噺一一一

ヒ ュ ー 不 ル 、 コ ー ゲ ル

.r`w

カ ラヴァソケソ山脈一
〇30km

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア領
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ソルブ人は、ベル リソの南方ラウジッツ地方、シュプレー川流域に居住する西スラブに属す

るドイツ国内のみの少数民族である。方言の うち、上 ラウジッツのソルブ語はチェコ語に、下

ラウジッツのソルブ語は、ポーラソド語 と近い関係にあるが、それにもかかわらずソルブ人は

独 自の歴史、文化、伝統を保持 している。ヴェソ ド人ともラウジッツ人とも呼ばれるこの民族

の人 口を、正確に把握す ることは困難であるが、35000～70000と 推定 されている。 ドイツ語と

のバイリソガルを含めると、10万 以上におよぶと考えられるが、世代の交替によって次第に減

少をきた していることはたしかである。かつての東 ドイッ政府は、 ソルブ語を公的に使用する

ことを認 め、学校教育でも使用 されている34)。19世紀以来、消滅 したヨーロッパ言語にはダル

マチア語(ラ テソ系)、 プロシア語(バ ル ト系)、 マソクス ・ゲー リック語、 コーソウォール

語などがあるが、今日では話 し手の少ない言語、例えばカシューブ語(ポ ーラソ ド)、 スコッ

トラソド・ゲー リック語、ウエールズ語、フリースラソド語(オ ラソダ)、 バスク語(ス ペイ

ソ、フラソス)、 ブル トソ語(フ ラソス)な どを残すため少数言語集団=少 数民族を擁護する

ことが国際的世論となりつつある。

ヨーロッパにあって最後まで取 り残 されていた少数民族ジプシーも、次第に民族意識に目覚

め、1991年7月 、はじめて全 ヨーロッパ安全'協力会議(CSCE)の 少数民族問題専門家会議

に対 して保護iを訴えた。ジプシー(Romany,Zigeuner)は 、イソダス川流域を発生地とし、

西方に移動 して15世 紀の初期に西 ヨーロッパに到達 した。祖国をもたない漂泊の民 として知 ら

れ、固有の社会生活を営む中です ぐれた音楽や舞踊を生み出 した。ジプシーの歴史は、迫害の

連続であったが、今日でもそれぞれの母国によって保護、支持 されることがなく、人権を無視

されることが多いという。とくにそ うした傾向は東 ヨーロッパに著 しいことが指摘されている。

1990年6月 には、全 ヨーロッパ安全協力会議iの第二回人権会議で少数民族の権利がとりあげ ら

れていたのに対 してジプシーが権利を訴えたものである。

18世紀に現れたJ・G・ ヘルダー(1744～1803)は 、 『人類歴史哲学考』(1784～91)の 著

者として知られる。地球の歴史から始め、自然 と人類の総合史の把握をめざした。彼は人類を

包み、歴史を貫 くものは神の摂理であるとの考えのもとに、あらゆ る時代の風土を重視 し、諸

民族の役割に意義をあたえつつ人間史の起源を探ろうとした。ヘルダーの思想は後、わが国の

和辻哲郎に受容され、 『風土』や 『倫理学』に影響を与えた。これより以前に出された 『言語

起源論』(1771)の 中で、彼は言語を国民としての統一的自己理解の0部 、統0民 族国家形成

に欠 くべからざる器官であると論 じ、国家にとり祖先から引き継いだ言語以上に、貴重なもの

はないとも述べている35)。水津一朗はヘルダーの学説を考察 した中で 「近代国家の母胎となっ

た民族領域は、同一言語の分布範囲とほぼ重なる場合が多い。 しか し国土と、国語とのひろが

りとの間にみられる不整合に端を発 して、さまざまな民族問題が地表に暗いかげ りを投 じて ぎ

たことについても、みのがす ことはできない」 と述べている36)。

それにつけて も民族とは何か。ふたたびふ りかえって考えてみることにする。前述 したとこ

ろでは民族 を言語、宗教、伝承、歴史、生活習慣などの文化を共有 し、それ自体が血縁的、地

縁的共同体であるとする意識によって結ばれる集合単位をさすとしたが、 これだけでは十分だ

と思われない。日本人にとって民族という概念は理解 しに くいものの一つである。国内で生活

する上では他 と区分することはほとんどその必要がない。 日本人はこの問題を考えるのは不得

意で、苦手である。その背景には人種、民族、国民の三つの概念の混同があるように思われる。

外観上、明らかな人種的徴表を前提 としての区分はもっともわか りやすいにちがいない。そう

したものの考え方が先行す るところからともすると混乱が起 こる。民族 とは基本的には精神的

な面での文化を基準 としての区分なのである。
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人種的徴表に次いで他と区分 しやすいのはやは り前述 したように言語である。古代ギリシナ

ではギリシア人以外の他の人間をバルバロイ(わ けのわか らない言葉を しゃべるもの)と 呼ん

だ し、ロシア語では ドイツ人のことをネーメッとい うが、 これは聾唖者の意味である。彼らは

他の人間の存在を接触によって知っていた。地方で用いていた母語を文語の水準に高めようと

したのはダソテ(1265～1321)で あることはあまりにも有名である。イタリア語の原型である

トスカナ地方の方言をラテソ語の地位に高めるにはどうすればよいかを述べたのが 『俗語論』

(1304～07)で ある。それぞれの国ではやがて文法書が編纂され、民族語として自立、認知さ

れるようになった。フラソス革命後、ナショナ リズムを背景として近代国家が出現すると、そ

れぞれの国家は国語(公 用語)に よって統一 し、国語教育などによって他と区別 して民族の国

民化をはかった。国家が人為的に形成 され、その枠の中で民族がつ くり出されるとするならば

民族は二次的な存在となる。民族は所詮、虚構であるとい う考えが生まれるゆえんである。

もともとオラソダ語は ドイツ語の方言であるといわれる。このことはDutchは 、Deutcheと

同意義であることによって明らかである。オラソダの国語(公 用語)は オラソダ語、オラソダ

語を国語、公用語とするものがオラソダ人とい うことになる。 フラソス、 ドイツ、ベルギー三

国にかこまれる人口38万 の小国ルクセソブルグは、フラソス語、 ドイツ語を公用語としている

が、近時現地の言語 レッツェブルゲッシュ語をルクセソブルグ語 としてこれをこの国の国語に

しようとする動きがみられる。ルクセソブルグ語を用いる人々はルクセソブルグ人ということ

になるわけである。

第一次世界大戦後の民族 自決の原則にもとついて誕生 した東 ヨーロッパ諸国では第二次世界

大戦後、主要民族の比率が高まりつつある。1930～39年 と1960年 の比較ではたとえばチェコス

ロバキア66%→93%、 ルーマニア73%→86%、 ポーラソド(領 域変更がある)69%→99%と なっ

ている。民族の純粋度が高まることはそれだけ民族の結合を高めることになり、民族の国民化

が進められる。 しかしそれは主要民族中心の発想であって少数民族に対 してはたとえばブルガ

リアではもはやそれは存在 しないとい う立場をとり、最近では民族調査を実施 していないし、

ユーゴスラビアでは民族の自己申告制度をとり、どの民族にも属 していないと考えるものには

ユー ゴスラビア人の申告をさせている。マルクス ・レーニソ主義の初期の民族理論が国際的で

世界語の確立をねらうものであったことの縮刷版と受けとめることができる。
一つの主権国家の中に複数の主要民族が含まれる場合は、たとえばチェコスロバキアではチェ

コとスロバキア両共和国の同格を前提 としての協調がはかられている一方、ユー ゴスラビアで

は連邦制の危機を招いている。クロアチア語とセルビア語は、ラテソ文字とキリル文字の別は

あるが、同一言語である。民族区分の もっとも0般 的な基準が言語であると述べてきたが、 ク

ロアチア人 とセルビア人を分けるものは言語ではない。1991年5月 以来のクロアチアとセルビ

ア(連 邦)と の紛争の中でクロアチア人の女性が 「セルビア人はけだ もの、彼 らの言 うことは

信用できない」(1991年9月6日 朝 日テレビ)と セルビア人を罵る言葉は憎悪以外の何物でも

ない。それ自体が血縁的、地縁的共同体であるとす る意識は自他を区分 し、他に対 してある種

の感情をもつことになる。また西 ヨー ロッパの人々はもちろん東 ヨー ロッパの人々も自らよく

いうことは、これらの国では外圧を受けた時には一致協力 して結束するが、国内が平和になる

と主義、主張が分立 してまとまりを失 うということである。 しか しながら成熟 した西 ヨーロッ

パではヨーロッパ共同体(EC)を 中心にして経済的にも政治的にも協調、統合の時代に入っ

ている。新 しい時代に対応 して民族主義と協調主i義とを今後、どのように調和 させていくかが

東 ヨーロッパの大 きな課題である6
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皿 ま と め

1989年 から91年にかけて東 ヨーロッパは大 きく変化 した。西ヨーロッパ文化圏のボーダーラ

ソ ドに位置す る東 ヨーロッパをとりあげて民族と国家の関係を考察 した。本稿で東 ヨーロッパ

の範域 としたのは西ヨーロッパ文化圏と東スラブ(ロ シア)文 化圏、さらにイスラム(ト ルコ)

文化圏が接触、交錯 し、文化的、社会的、政治的、経済的にこれらの影響を受け合ってきた国

家群の地帯である。 この地帯は北はフィソラソ ドから南はギ リシアに至る範囲である。 この地

帯の地理的性格として、漸移性、不安定性、多様性があげられるが、漸移性 と多様性が政治的

に不安定性を招いている。 この地帯には多 くの少数民族がそれぞれの国家に属 していて、政府

はそれぞれ対民族対策を講 じている。事例 として コソボ州のアルバニア人、 トラソシルバニア

地方のマジャール人、スロバキア地方のマジャール人、ブルゲソラソド地方のマジャール人、

クロアチア人、ケルソテソ地方のスロベニア人、ラウジッツ地方のソルブ人、東 ヨーロッパ諸

国のジプシーを挙げた。民族 とは何か、定義づけはきわめて難 しい。 もっとも一般的なのは言

語を基準とする区分であるが、さらに重要なのは、それ自体が血縁的、地縁的な運命共同体で

あるとする意識である。東 ヨーロッパ諸国にとって今後もっとも大切なことは民族の自主性を

相互に認め合いなが ら国内的にまた国際的にいかにこれらと協調 していくかの理念を確立する

ことである。
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Summary

TheareainwhichWesterncivilizationspreadisoccuppiedmainlybyGermansandLatins

whichreligiousbeliefsthatareRomanCatholicandProtestant.Slays,Balts,Kelts,Illyrians,

GreeksandFino-Ugriansliveoutsidethisarea.Finland,Estonia,Latvia,Lithuania,Poland,

Czech-Slovak,Hungary,SloveniaandCroatiacovertheRomanCatholicandProtestant

religiousregions.ThisareacanberegardedastheborderlandsofWesterncivilization.

ThesecountriesaresurroundedbyEasternOrthodoxcountries,includingGreece,theSoviet

republics,Bulgaria,Serbia,Montenegro,MakedonijaandRomania,andtheIslamiccountries.

FromFinlandtoGreece,thereisatierofcountriesthatborderstheGermansandLatinson

onesideandEasternSlaysandIslamontheother.

ThecharacteristicsofEasternEuropearetransition,instabilityanddiversification.Thisis

clearlyexpressedinthearea'sphysicalaswellasitscultural‐politicalcharacteristics.Issuch

anarea,itislinguisticsthatproperlydistinguishesonepeopleorethnicgroupfrom

another.Mostimportantly,ethnicgroupsareheldtogetherbylinguistics,religion,history,

legendsandcustomsetc.Furthermore,theyareunitedaccordingtothedegreetowhich

theyareconsciousoftheirbloodrelationshipsandsenseofterritorialcommunity.


